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頑張る主事さん 

 

先日、部活動を終えて下校しようとした生徒が、傘を探せずに困っていました。夕方５

時になると外は暗くて、自分の傘と友達の傘の見分けがつかなかったようです。携帯電話

のライトをつけて探していた生徒もいました。主事さんにそのことを話すと、「直ぐに何

とかしましょう。」と簡易なものですが、センサーライトを設置してくれました。 

学校運営連絡協議会でも、地域の代表の方から、「最近、学校周辺の道路の落ち葉もきれいに掃除されて

いてとても気持ちがよいと町会の方も言っています。」とお褒めの言葉をいただきま

した。 

裏方的な仕事が多い主事さんですが、児童・生徒が安全に学習できる環境づくり

のために頑張っている一例を御紹介しました。（山賀） 


